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は じめに

自然教育園の動 ・植物については，古くから着目され，かなりの調査研究がなされている。一方，気象を

主にする環境関係についての調査，研究はほとんどなされていなかったが，園の西側沿に高速道路が開通し

た年ころより除々に気象観測などの訊IJ器がとりそろえられ，現在ではかなりの観測資料が蓄積されている。

圏内の気象要素の多くは自記録されているが，それらは，遂次整理され，一部はすでに自然教育園基礎資

料として印刷物になっている。また，気象観測結果についてもその一部は，すでに菅原他 （1971〕，三寺他

(1972），新井 (1977）によって報告されている。

今回は， 1968年から1977年までの10年間の気象要素（気温，湿度，降水量，風向，風速）についての概略

をとりまとめたので報告する。

また，この他にも地温，｜痛視IJ温湿度および大気汚染物質（S02,NOx, CO, 02）などの資料も蓄積されて

いるが，これらについてはとりまとめ中なので別の機会に報告したい。

なお，本文に先だち，気象観測l資料の一部を提供していただいた野外自然博物館後援会と， illil器の配置お

よび観測！の方法などについて多大なご指導をいただいた手塚l決男氏（現国立科学博物館事業部長〉に心から

感謝の意を表する。

1. 自然教育園の位置と概況

自然教育園は，港区，品川区，渋谷区の区境界附近に位置し，東方には東京湾があり，その海岸線よりの

距離は約 3.5kmである。自然教育園の周辺部は，東側に住宅地が隣接し，北方より西方にかけての外縁部

はほぼ半円形に首都高速道路2号線がある。なお高速道路は，路面を基準にしてみると，北側では圏内の地表

＊ 国立科学博物館付属自然教育園， NationalPark for Nature Study, National Science Museum 

料広島大学総合科学部， Facultyof Integred Arts and Sciences, Hiroshima Univesity 
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図 I 自然環境測定機器類配置図 （1968.現在）

表 1 百葉箱の設置位置と環境

面より低部を走っている，ま

た西側はしだ、いに高くなり南

西側では約15mの高さの所を

通過している。圏内はE字裂

に分れた 3つの谷と，これを

取り囲んだ形の台地とからな

っていて，比較的起伏に富ん

だ地形である。 なお，海水

面からの標高は，谷地面では

約15m，もっとも高い台地で

はk(:J30m となっている。ー一

方，圏内における大部分の地

域は，自然状態の植生でおお

われ，台地上には，シイ林 ・

7 ツ林など，遷移の進行にと

もなうさまざまなタイフ。の1洋

落が形成されている。

2. 観測用測器類の

配置と観測方法

図1は，気温，湿度，降水

量および風関係の淑lJ器類の配

百葉箱 設（置通場称所〉
番号

No. 1 食 草園

No. 2 実験畑

No. 3 ＋ 閏 畑

No. 4 マツ林

No. 5 展望台

No. 6 コナラ林

の 環 境周 囲

北側約20m附近よりスダジイ，ミズキ等の群落がある。南側約！Om附近より小
高い丘になっているが， 比較的開けた所となっている。百葉箱は芝生上に設置
しである。

コナラ，ミズキ等からなる森林植生の中で，ほぼ園の中央の位置に相当する。

東側と西側が落葉広葉樹の群落で，北側は湿性草原，南側は苗畑（現在水生動
物の観察池〉の聞にある土堤上。

｜クロマツ，アカマツ，イイギリ等からなる森林内，西側約20m附近に道路の側
I 1,1まがある。

｜圏内北町地上で芝生均置してあ日方はゆ内な傾叫なっ
ている。

｜圏内北側の高速道路に面する傾斜地（北向〉で，コナラ，クヌギ， ミズキ等か
I なる林内。

置を示す。なお，この配置図は設置当初 (1968）のものであり，その後旗lJ器によっては多少の変更がある。

気温，湿度関係の浪lJ器は，百葉箱を 6ケ所に配置し，それぞれに自記温度計（週巻〕，乾湿計， 自記湿度計

（週巻）を架設してある。なお， No.1 （食草園）と No.5 （展望台〉の’百葉箱設置場所には，最高，最低
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温度計をおいてある。

降水量関係については雨量計を林外と林内に設置した。林外として No・1百葉箱のかたわらの芝地 （19

76年より事務所前庭に移転〕，林内としてその近くのスダジイ林と ミズキ林内に転倒マス型雨量計を 1器ず

つ計3器を配置しである。

風関係は，No.1 （食草：園，高さ15m),No. 2〔実験畑， 高さ15m(1973年より 20mに改良〉〕，No.3 （水

鳥の沼，高さ20m〕の観測l塔：先端にコーシンベーン風向風速計を取り つけ，風向と風速を測定している。

なお，このほか隔損1＼温湿度計，地中温度計，蒸発散；H・，地下水位計，流量計，大気中のガス分析計などが

設置されているが，今回は省略する。

気温，湿度，降水量および風関係の値は自記紙上の記録値に補正を加えた値を使用した。また， 気温，湿

度の日平均値は最高値＋最低値／2より算出した（ただし，1968年から1971年までは毎日午前9時現在の指

示値を代用した〕。

観測値はただちに台帳に記録し，気象）ヲ表や年表に整理した。

3. 結果と考察

気温， 湿度について

表2は， 1968年から1977年までの気象観測資料に基づ く10ヶ年間の気温，湿度，降水量の平均値である。

また，同じ都心部に位置する気象庁（東京管区〉の観測値も参考値として付記した。

表 2. 自然教育園の気温，湿度，降水量

※1968-1977( 10ヶ年1::J)の平均飢
（ただし、降水：，：：は1968～1972. 1976～1977( 7年/ill))

，，：叶 itl／・・，，メ（t眠" /1[IJV,(i:: 11 !・, l' 公 i:.: m I主 降水：，：：

＇；と：：：
j¥ i主 ；.、 ft ， メ＇ ft ， 川、 ft IJ{ 同 ワ )'. コ 戸、 f{ ！正 T革 マ )'. コ ft 
’4ぇ ',' ',' ’止 ，，’ ’t ',' 己＂ ， 

'" 
ナ

’t ,,, ゴJ Y 験
ナ

',' ラ ラIr l•I Ir ｜叫 l•I 1, 1;1 f, hi! 十本 州l 村、 l剖 f; 知i 十本 知l 十ト l占l

1 9.4 9.3 1.2 
( l 

8.2 10.0 5.6 4 .5 4. 9 3. 9 4 .3 4 .0 4 .0 50 58 57 61 58 58 54 47 .0 0.4 

2 9. 5 9.8 I. 9 0.5 7 I 9.4 6.1 5.3 5.6 4 .4 5.0 4.8 4.8 54 62 62 64 61 62 58 71.0 

3 12.4 12.4 4 .0 2. 8 8.4 9.9 8.1 7 .6 7 .2 7 .5 7 7 7. 5 7 .4 55 61 62 63 61 62 55 85.4 

4 18.3 18.2 10.4 9.4 7 .6 9.4 14. I 13.8 13.9 13.9 14.0 14 .0 13.6 64 67 67 68 68 69 112.3 

5 22.6 22. 5 14 4 13.8 8.1 9.8 18.6 18.2 18.2 17. 9 17 .4 17 .4 17 .9 65 68 69 71 71 71 68 119.9 

6 24. 7 25.1 18.3 18.0 6.5 6.8 21.2 21.5 21.3 20.9 20. 7 20.5 20.5 74 77 77 81 80 80 77 131.9 

7 28.9 28. 9 22.1 21.8 6 I 7.1 25. 5 25.4 25.2 24.9 24 .2 24.1 24.0 74 77 78 81 81 81 81 140. 9 

8 30.8 30.8 23.6 23.3 7 .2 7 .5 27 .3 27. I 27 .0 26.3 25. 7 25.6 25.5 72 73 75 79 80 79 78 161.3 

9 26.8 26.4 20.1 19.6 6.8 6.8 23.2 23.0 23.0 22.5 21. 9 21.9 21.9 72 77 76 79 19 ・so 77 194.2 

10 20. 7 20.3 14 2 13.0 6.5 7 .0 17. 5 16.6 16.6 16.4 15. 7 15. 7 15.9 67 73 75 75 74 75 69 125.4 

II 16. 5 16.3 7 .6 6.4 8. 9 9.3 12 .4 1 I. 7 12 .1 11 7 11.2 11 4 11.4 53 67 70 67 68 67 69.3 

12 11 6 12 I 3.3 1.6 6.6 9.8 7 .3 6.8 7 .2 6.5 6.3 6.3 6.1 47 62 65 66 65 ー 60.9 

19.2 19.1 11.8 11.0 7 .3 8.6 15.6 15.1 15.1 14 .8 14 ."!l. 14 .5 14 .5 62 69 69 71 71 71 1.319.6 

表より ，圏内の気混についてみると，年平均気温が最高を示す地点は食革関と展望台で，その値は15.1° C 

であり ，続いては7 ツ林， 実験畑及びコナラ林で14.5°Cとなっている。 この結果からみると林外である食

草園，展望台，苗畑などよ り林内であるマツ林， 実験畑，コナラ林などの地点が低温となる傾向がみられ，

その差は林外よ り林内が約0.6°C低まっている。

年変化についてみると ，食草園と展望台はほとんど差がみられず，最大でも0.7。C ( 5月〉程度である。
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苗畑は同じ林外でありながらこの 2地点より低温の傾向がみられる。その差は食革国より最大で1.0。C ( 5 

月），最小で 0.2°c oo月〉を示した。実験畑，コナラ林及びマツ林では，年｜習を通して他の地点より低温

となる。その差は食草園より 0.2°c～l.6°Cの低下を示した。

表 3. 最寒月 （1月〕と最暖月 （8月〕の気温 （日最高，最低，較差の月平均値〉

* 1968～1977年 （10ヶ年間〉の平均値 （。C〕

-------------- I 1 月 I s 月

観測地点＼＼｜最高気温｜最低細川 差｜最高知tI最低気温｜較 差
ノ

食 草 園 9.3 -0 4 9.7 30.8 23.3 7.5 

展 望 t; 9.9 一01 10.0 30.2 23.4 6.8 
＋ 国 畑 8.9 -1 3 10.2 30.0 22.9 7.1 

守’ ツ 林 8.6 0.2 8.4 28.3 23.5 4.8 

実 験 畑 8.4 -0. l 8.5 28.8 5.4 

コ ナ フ 林 8.4 -0.2 8.6 28.8 23.5 5.3 

表3は，最寒月（ 1月〉と最暖月（ 8月〉における各観測地点の気温（日；最高 ・最低 ・較差の月別平均値〉

を示す。また，表 3の結果から食草園と各観測地点との比較差を凶2に示した。

図2より最高気温についてみると，食草園と展望台ではほぼ同じ値を示しているが，一方，苗畑では食革

展望 f,

一位 知l

7 ツ 林

実験畑

コナラ林

-2 -1 0 1 2 -2 -1 0 1 2 

1 J l 8 Jl 

仁二コ H山 仁二コ i泣｛le¥;

図 2. 食草園と各観測地点の気温差 （。C)

国のそれよりわずかに低温に

なる。その程度は食草園にく

らべて 1月0.4°C, 8月では

0.8°C低 く苗畑は林外である

が，谷地部であり，その両斜

面や周辺の樹木などで日射が

さえぎられることなどが低温

の原因と考えられる。マツ林

では，1月， 2月を通じて他

の地点より著しく低温とな

る。その差は食草園にくらべ

* 1968～1977年平均値 て1月では0.1°c, 8月では

2.5°Cとなっている。このことからわかるように最寒月より最暖月に食草園との差が低くなるようである。

実験畑及びコナラ林では，ともに林外とマツ林の中間的な値を示している。その程度は食草園より 1月0.7° 

c, 8月2.3°C低く， やはり最暖月にいくぶん大きく低くなるようである。

最低気温についてみると，食草園と展望台での差は 1月と 8月を通じてほぼ同じ値であるが，苗畑では他

の地点より著しく低くなっている。その程度は，食草園にくらべて 1月1.0。c, 8月0.4°Cと低くなる。こ

れは谷地部であり周囲より冷気が流入しやすいためとみられる。林内であるマツ林，実験畑，コナラ林では，

ともに他の地点より高いn その程度は，食草園にくらべて 1月では約0.3°C,8月では約0.2°c高い。以上

の結果をふまえて各地点の日較差（表 3）をみると，林外である食草園，展望台及び苗畑における 1月の値

は約10.0。c, 8月では7.1～7.5°Cとほぼ同じ値を示している。苗畑では最低気温が著しく低いが，最高気

温も他の2地点より低くなるため結果的には日較差がほぼ同じ値になっている。マツ林では， 1月8.4°C,

8月4.8°Cを示し，他の地点よりきわめて小さい値となっている。実験対JI及びコナラ林では， 1月に約 8.6
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。C，また， 8月では約5.3°Cを示している。この 2地点では， 1月が落葉によって林冠が著しく疎開され

るにもかかわらず， 比較的日較差が小さいのは意外であったが，低木屑に若干の常緑樹が茂っているためと

みられる。

次に湿度（表2）についてみると，年平均湿度が最も高い値を示す地点はマツ林，実験畑及び苗畑の71%

である。また，最小を示す地点は食草閣と展望台であるが，最大と最小の差は 3%ときわめてわずかであ

る。年変化のようすでは，各地点聞の差が最大となるのは 8月で，その差は 7%，また， 差が最小となるの

は5月で，その差は0.3% を

示す。各月ごとの最大を示す

場所は，マツ林や実験畑など

の林内である。林外である食

草闘や展望台では常に最小を

示している。その程度は林外

より林内が常に 3～7%高

U、。

以上，過去10ヶ年間の平均

200 

150 

r;rt. 
ノi

( m1~ J100 

値から閣内での気温及び湿度 50 

の変化をみると ，小地形や森

林の構成状態などの状況に応

じた悶有の変化がみられるよ

85.4 

71.0 

119.9 
112.3 

140.9 

131.9 

194.2 

161.3 

125.4 

69.3 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月

うである。 図 3. 自然教育園の降水量 （1968～1972,1976～1977年の平均値〉

降水量について。図3は自然教育園（食草園）における降水量について，7ヶ年間（1968～1972年，1976～

1977年〕の平均値を図示したものである。図によると，月平均降水量の最大となる月は 9月（194.2mm)

である。9月は秋葉主と台風によってもたらされる量が多いためとみられる。次いで多い月は8月の167.3mm

表 4. 森林内外の降水量

その 1(1968午の観ii!ll!t白）

守、ド！ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 l［＇.ι介 ；｜

林 外 降水量 12. 0 47. 5 94 .0 115.0 185.5 146. 5 142. 5 280.0 85. 5 146. 5 22.0 223. 5 1,500.5mm 

（食1；，：，附） 日数 2 4 16 10 9 13 13 12 11 12 3 10 11511 

降車：，：： 10 .0 44 .0 73. 5 64. 5 108. 0 67 .0 70.0 161.0 61. 5 74. 0 14 .0 162. 5 910.0mm 
ミズキH

臼ljj主E十 83 93 78 56 58 45 49 57 71 50 63 72 60°0 

降水：，：： 4.0 40. 5 49. 5 71. 5 132. 5 66. 5 79 59. 5 33.0 70 .0 6. 5 160.0 772. 5mm 
ン イ H

1Jlj注咋’ 33 85 52 62 71 45 55 21 38 47 29 71 51 °o 

その 2(1970年のll/.il!1J1t(I)

：沢町ぷ： 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 fドイト訂

林 7ト 降水：，：： 69. 5 21. 5 53. 5 94. 0 161. 5 220. 0 141.0 11.0 118. 5 121. 5 151.0 26. 0 1,189.0mm 

(ftりll叫） I l 数 2 3 7 11 7 13 7 2 11 11 6 1 81 II 

降水：，：： 28. 5 15. 0 41.0 51. 5 96. 5 145. 0 93. 0 8. 5 53. 5 76.0 96. 5 15.0 720.0mm 
' 7；キ4本

f到I，主＋’ 41 70 77 55 60 66 66 77 45 63 64 58 61% 

降水：，：： 26.0 11. 5 40. 5 38. 5 61. 5 125.0 77 .5 5. 5 38. 5 51. 5 79. 5 11. 5 561. 5mm 
ンイ n

JjiJ，主，＋’ 37 53 76 41 38 57 55 50 32 42 53 44 47% 
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表 51 食草園 （No.1）の風向分布表 （1969～ 1970年平均値〕（%〉

＼古里！：I無風 INW  I N I NE  I E I s E I s I s w I w 巳旦
1 18 36 20 5 4 1 2 8 5 
2 12 40 24 6 4 2 3 3 6 
3 9 44 17 5 6 6 7 2 4 
4 11 21 19 9 11 9 15 2 1 
5 12 9 14 8 17 11 22 6 2 
6 19 11 7 4 10 11 29 6 2 
7 17 7 12 10 11 10 34 10 2 
8 18 5 9 7 13 13 22 9 2 
9 16 13 16 12 13 7 15 6 2 
10 11 35 30 6 6 4 8 1 
11 17 29 27 12 6 4 3 1 
12 17 31 23 4 5 6 5 5 

年 1 15 I 23 I 1s ¥ 7 I 9 I 7 I 14 I 5 I 4 I 
表 52 実験畑 （No.2）の風向分布表 （1969～ 1970年平均値〉 （%） 

2 

0.3 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

子旦旦l無風iNW  I N I 討E I 干J SE I s I SW  I w I不明

1 23 24 34 6 5 2 1 1 1 
2 34 19 36 5 3 2 2 2 2 
3 18 16 38 6 5 6 4 3 1 3 
4 14 10 26 10 9 10 4 5 1 2 
5 17 5 9 10 10 15 23 8 1 2 
6 27 3 14 4 6 9 26 10 1 1 
7 26 2 13 9 8 10 24 14 1 1 
8 19 2 9 7 10 14 23 13 3 1 
9 25 6 26 13 10 6 8 5 0.4 2 
10 17 1 42 10 6 4 6 1 1 1 
11 21 22 33 9 5 4 2 1 1 2 
12 24 24 32 8 7 3 。 。 l 1 

年 21 I 12 I 26 I s l 7 I 7 I 10 I 5 J 1 1 
表 5-3水鳥の沼 （No.3）の風向分布表 （1969～1970年平均値〉 （%〕

子旦__r:_j無風lNW j N I NE  I E I s E 門川Jw I不明

1 33 1 25 10 2 

2 26 2 35 28 3 

3 24 2 39 21 4 

4 30 0.2 15 7 9 

5 7 2 8 10 8 

6 13 4 11 4 7 

7 28 1 6 10 4 

8 24 2 1 5 2 

9 24 2 10 12 10 

10 20 5 32 25 7 

11 25 3 29 24 3 

12 32 7 28 20 4 

年 24 I 3 I 20 I 15 I 5 I 

2 8 8 

1 2 2 

2 5 0.4 

4 5 25 

17 15 16 

11 24 7 

8 9 22 

9 16 29 

5 14 12 

5 2 2 

1 2 3 

3 1 2 

6 l 9 じ斗

7 

0.2 

0.4 

3 

5 

2 

5 

8 

6 

1 

2 

1 

2 

3 

3 

2 

0.3 

4 

3 l 2 
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表 61 食草園 （No.1）の風速分布表 （1969～1970年平均値〕（%）

百~町無風 13的以下 13. l～5m/sl5.l-l川 10.1-1叫 i15.川以上｜不明

1 29 32 23 14 1 0.2 。
2 23 26 23 16 2 0.01 。
3 10 49 22 18 0.1 0.01 。
4 12 35 26 23 3 。 。
5 12 35 31 21 0.6 0.01 0.1 

6 19 42 19 17 0.6 。 3 

7 17 52 11 11 0.6 。 1 

8 17 45 23 11 1 。 1 

9 16 57 22 0.5 。 。 。
10 11 63 19 7 0.4 。 。
11 16 65 13 6 0.1 。 。
12 11 62 18 9 0.5 。

年
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表 6-2 実験畑 （No.2）の風速分布表 （1969～1970年平均値）（%〉

＼ 瓦＼風速区分［平竺l3m/s以上 13.l～5m/s 15.1～lOm/s I 山～15m／~J 15. lm/s二 ｜不明

1 23 46 16 12 2 1 1 

2 25 30 19 23 4 0.1 3 

3 14 34 23 22 16 0.3 2 

4 11 27 26 28 8 2 。
5 14 40 23 22 1 。 0.3 

6 22 47 19 11 。 。 。
7 17 44 22 17 1 。 0.3 

8 17 58 12 11 2 0.4 。
9 22 59 14 5 1 。 0.3 

10 16 51 18 12 2 0.03 。
11 22 51 15 11 1 。 。
21 25 52 10 11 1 1 。
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表 63 水鳥の沼 （No.3）の風速分布表 （1969～1970年平均値）（%〉

風速区分｜ I I I I I I 
月 一一一｜無風 I3 m/s以下 I3.1～5m/s I 5.1～lOm/s ¥ 10. l～15m/s ¥ 15. lm/s以上｜不明

1 38 27 16 18 1 0.05 1 

2 26 28 21 21 3 0.3 0.2 

3 25 31 20 22 2 0.02 0.02 

4 33 22 18 21 5 1 0.2 

5 18 38 27 17 1 。 。
6 22 40 23 14 2 。 。
7 26 37 21 15 0.2 。 。
8 23 27 27 17 1 0.3 。
9 24 45 22 8 0.2 。 。
10 20 53 16 9 0.05 0.05 。
11 30 42 11 1 0.03 。
12 32 42 14 11 1 。 0.05 

年 l
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である。また，最小を示す月

は1月 （47.0mm）である。

年間降水量の平均値は し31

9.6mm程度である。

以上は，闘内の降水量であ

るが，表4には1968年と1969

年についての森林内外の降水

量を示した。林外降水量に対

する林内降水量の割合は，各

月によって多少パラつきがみ

られるが，これは降水の多少

によっても異なるためとみら

れる。きわめて概略的である

が，林内に到達する降水量；は

林外に比較してシイ林約50

%，ミズキ林約60%程度とみ

られる。なお，ミズキ林で

は，林冠の茂っている期間と

落葉によって林冠が著しく疎

開されている期間での到達率

に明確な差を得ることができ

なかった。これは，低木府に
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も1

- 118ー

ヤ斗十ート

¥j -1-c 。〈
U
l－

－

Auv
l
 

~ --J 

」b _ C>ーや－
gill ,10111 1111, 12 IJI 
,;,, Iv≫' 

＂＇：＂－： φ川

: i、、民

凡仰l

I I 
p一一ρ

7 Ill 8 Ill ゴ~；~~Iわれわす
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観測地点別風速分布 （1969～1970年平均値〕

かなりの常緑樹が茂っていることも，原因のーっとみられるが，なお今後の降水観測の問題点でもある。

風向，風速について

表 5-1～3は， 1969年と1970年の 2ヶ年聞における風向分布についてみたものである。圏内における年間

図 5.

の風向分布をみると，食草園（No.1〕の最多風向は NW(23%）続いて N(18%), S (15%) 

る。実験畑（No.2）の最多風向は N (26%）続いて NW(12%), S (10%), NE ( 8 %）のJI頂である。水

鳥の沼（No.3〕の最多風向は N (20%〕， 続いて NE(15%), SW (11%）になっている。次に各月の最

多風向をみると，食草園では， l～4月及び 10～12月が NW, 5～9月では S を示す。実験畑では，

の！艇であ

l～ 

4月及び9～12月が N, 5～8月では Sを示す。水鳥の沼では， 1～4月及び9～12月には N で， 5～

9月は S, SE, SWの値が交互に出現する。この結果からわかるように 3地点とも卓越する風向の分布が

異っている。これは，菅原他（1971）の報告と同様に小地形や建造物の影響とみられる。すなわち，食草闘

地点では北側にある小高い土塁が N方向の風の障壁となり， NW方向より迂回して吹込むものとみられ，

また，水鳥の沼では NW方向にある突出した高速道路の高架が，この方向の障壁となり， 一方，南北に走

る谷筋に位置するため N方向に迂回させられて吹込む風が多くなるものとみられる。なお図4に各地点こー

との風向分布状況を示した。

表 61～3は， 1969年と1970年の 2ヶ年間における風速の平均値である。風速の年平均値をみると， 3つ

の観測地点ともに，ほぽ同じ風速を示している。年間で風速頻度の高いのは 3m/s以下で 41～51%，続い

て 3.1～15.Om/sの19～21%，無風の17～21%の順になっている。また，この｛［直は各月々の分布においても

ほぼ同様の傾向がみられた。次に lOm/s以上の強風の出現率をみると，食草園と水鳥の沼では 1%以下と
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少ないが，実験畑では，他の地点よりやや多く 2%を示している。これを各月にみると，実験畑では 2～4

月にかけて 5～6%とやや多くなっている。実験畑の暴風出現率が他の地点よりやや多くなっていること

は，圏中央部の台地上に位置し，しかも樹冠上面より測器の取付高が 3rnほど突出していることなど，比較

的風速しのよい地点であるためとみ

られる。なお，図 5に地点ご．との風

速分布状況を示した。

表 1. 都市内外の気候差 （都心一郊外〉

｜ 東京｜ Landsberg 

4. 自然教育園の気象特性

について

近年，東京でも都市気候の発達は

著しいといわれる。

気温 年平均

冬季日；最低

降水量総量

微雨日数

相対湿度 年平均

冬季平均

夏季平均

風速平均風速

静穏度数

極値

目射量総量

1. 5～2°c 高い ｜

4°c高い ｜ 

? I 

55%増加 ｜ 

10%減少 ｜ 

7 % 11 I 

12% II 

(25%) 

(20%) 

(5～20%) 

10～20%減少

1～1. 5° F高い

2～ 3° F高い

10%増加

10% II 

6%減少

2 % II 

8%減少

25% II 

20% II 

5～20%減少

15～20% II 

これは，都市の中で消賀’される多

量の燃料によ って発生する熱や大気

汚染などのほかに，道路の舗装や植

生の減少などといった地表状態の改
気象庁（昭和52年〕：南関東大気環境調査報告書（1)

変が大きな原因となることが知られている。この種の調査は自然教育園でもおこなわれ，三寺他（1974〕に

よって報告されている。

ここでは，圏内と都心部における気温，湿度の平均値（10ヶ年平均）より ，自然教育園の気象（気候〕特

性をみることにする。

なお，闘内の代表値として食草閣の観測値を使用

し，都心部の代表値としては，当園より北東に約 6km

隔てた気象庁（東京管区）の観測値を使用した。

図6は，圏内と都心部における気混と湿度の年変化

である。

図により平均気温についてみると，圏内は都心部よ

りわずか（約0.4° C）に低くなっている。

最高気温では，圏内が都心部よりやや低くなる月が

多いようである。その差は最も大きい12月でo.7°C低

くな っている。

最低気温では，圏内が都心部より著しく低くなって

いる。その差は最ーも大きい 1月で1.6° C程度である。

圏内では，都心部にくらべて最高気温がわずかに低

く，最低気温がかなり低くなっている。この結果日較

差が大きい。

次に，湿度についてみると，圏内では都心部より常

に4～14%程度高い。

これらの結果は，最近の都心と郊外の気温差及び湿

度差（表7）ときわめて似た傾向がみられる。

園内の場合，観測地点は食草園であることから，か
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図 6. 都心部 （気象庁東京管区〉と自然教育園の

気温及び湿度の年変化
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ならずしも圏内を代表しているわけではなく，苗畑のような谷地部では最低気温が都心部よりさらに低くな

り，マツ林のような常緑針葉樹林内では，都心部よりさらに最高気温が低くなるとともに，湿度ははるかに

高くなるとみられる。

おわりに

長期にわたる観測とはいえ，/JllJ器のトラブノレやその他で欠損IJも多々みられたことを深く反省している。

また，風関係の資料獲理については，多大な労力を必要とし， なかなか思うように進んでいない。今回

は，おりにふれまとめであったものだけについての発表にとどめた。

以上，はなはだ不備なものとなってしまったが，今後も資料のとりまとめを行なう一方，さらに詳細な調

査を続けて行きたいと思っているので，大方の御助言をいただければ幸である。

摘 要

1968年から1977年の10ヶ年にわたる気象観測値を整理し，自然教育圏内の気象（気候）特性について述べ

た。都市砂漠化の中で自然緑地としての自然教育園は，微気象的には周辺と異なり，固有の値を示している

ことがわかった。圏内の微気象は，微地形や植生のちがいによって，特徴がみられた。

園の気温，湿度について，都心部との比較では，はっきりとした差がみられ，自然教育園は郊外型の気候

特性を示すことがわかった。
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菅原十一.1979. 自然教育園の微気象（ 4 ），日中における気温および湿度分布．自然教育園報告， 8: 33 

-42. 

圏内における気温および湿度分布は，植生の分布，あるいは都市環境に起因する汚染物質（例，亜硫酸ガ

ス）の移動，蓄積等に密接に関係する。

上述の趣旨にもとづいて， 1969～1970年にわたって実随された園内の気温および混度分布の調査結果であ

る。

夏季の気温および湿度分布についてみると，気温の高域は草地や建物周辺などの日当りのよい開放地にみ

られることが示された。反対に，低域はサンショウウオの沢沿にみられ，この付近は日当りや風通しがきわ

めて悪いため，夜間にできた冷気が日中になっても解消され難く，このように残るとみられることが示され

た。また，正門より事務所に至る地域では，比較的圏外の気温に近い値がみられることが示された。なおこ

れが日当りとか圏外空気の流入による影響なのかは，今回の調査でははっきりしないことが付記された。

これらの局地的特性地域を除くと，他はシイ林やコナラ林などの森林地域であるが，この付近では気温の

分布差が少なく，急激な上昇もみられず，これは樹木の日影効果や樹葉からの蒸散などによって気温変化が

やわらげられるためとみられることが示された。

正門からサンシ ョウウオの沢に至る地点ごとの気温を比較すると圏内に進むにつれ徐々に低温になり，そ

の差は最高3.3°Cにもなることが示された。

次に湿度についてみると， 一般に湿度は気温と反対に変化するため，圏内の湿度分布も気温とほぼ反対の

差がみられることが示された。圏内の湿度は，圏外と比較して全般的に高く，その差は最高20%になってい

ることが示された。この結果，園内の気温，湿度の分布は，地形や植生と深い関連があることが示された。

他の季節（春，秋，冬〉については，いづれもあいにくの曇天にわざわいされ，圏内外の差が気温1.0。C

湿度10%程度で得られた分布図にも有意な差がみられなかったことが示された。

新井二郎. 1977.林地における気温の日および季節変化．東京都高尾自然科学博物館研究報告， 8 : 31 

41. 

小地域の林地のいろいろな植生・地形のもとでの気温の変化を知るために，自然教育園における1967年の

気温観測記録をもとに比較した結果である。

いろいろな植生や地形の遠いと気温との関係として日較差を比較し，特に季節による変化を知るために，

冬季（ 1月1日～2月28日〉，開葉季（ 4月10日～5月5日〕，夏季（ 7月1日～8月31日〕，落葉季（11月

1日～30日〉の 4つの季を設定するとともに，これらの期間の内，最も規則的な変化をする晴天の日だけを

選び，その平均値について比較考察をした。

各季を通してみると食草園，展望台，苗畑の日較差が大きく，これは日当りのよい開放地であるためとみ

られることを示した。特に苗畑では最高気温がそれほど高くならないが，最低気温が観測地点問では最も低

く，その差は 10°c も低く，このため日較差が大となって現れることが示された。これは苗畑が谷部にあ

り，夜間，周囲からの冷気流入により気温が著しく低下するものとみられることが付記された。

実験畑，マツ林，コナラ林は，日較差が相対的に小さいことが示された。これは実験畑やコナラ林では高

木屑が落葉樹であるため冬季は比較的日当りや風通しがよくなるが，低木層がアオキやヒサカキなどの常緑

樹でおおわれているため，気温変化はやはりやわらげられ，結局日較差は小さくなるとみられることが付記

された。
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実験畑やコナラ林のような落葉樹を主とする林では，開業季は夏季，落葉季は冬季に似た傾向を示すこと

が予想されたが，結果はその反対の傾向を示し，これは樹木の開業や落葉の状態が多少ずれたためとみられ

たことが示された。

このほか，冬季， 全観測地点にわたって，夕刻より夜間にかけて自記紙上に気温の急上昇がみられること

があり，これは 5～lOm/sの北風が吹き，それまで形成されていた気温の逆転がこわされて起る現象である

ことが示された。




